
■基本となる学校数及び児童生徒数

小学校 1,057 校 1,043 校 ▲ 14 校 243,878 人 242,021 人 ▲ 1,857 人

中学校 596 校 584 校 ▲ 12 校 127,570 人 123,605 人 ▲ 3,965 人

高等学校 234 校 231 校 ▲ 3 校 100,535 人 98,456 人 ▲ 2,079 人

小・中・高等学校の計 1,887 校 1,858 校 ▲ 29 校 471,983 人 464,082 人 ▲ 7,901 人

特別支援学校 70 校 70 校 0 校 5,682 人 5,683 人 1 人

合計 1,957 校 1,928 校 ▲ 29 校 477,665 人 469,765 人 ▲ 7,900 人

■結果の概要

１　公立小・中学校、高等学校の暴力行為の発生件数

小学校 130 件 0.5 237 件 1.0 107 件 0.5

中学校 350 件 2.7 355 件 2.9 5 件 0.2

高等学校 186 件 1.9 212 件 2.2 26 件 0.3

合計 666 件 1.4 804 件 1.7 138 件 0.3

２　公立小・中学校、高等学校、特別支援学校のいじめの認知件数

小学校 9,256 件 38.0 15,950 件 65.9 6,694 件 27.9

中学校 2,319 件 18.2 3,204 件 25.9 885 件 7.7

高等学校 518 件 5.2 799 件 8.1 281 件 2.9

特別支援学校 36 件 6.3 133 件 23.4 97 件 17.1

合計 12,129 件 25.4 20,086 件 42.8 7,957 件 17.4

３　公立小・中学校の不登校児童生徒数

小学校 1,196 人 4.9 1,539 人 6.4 343 人 1.5

中学校 4,370 人 34.3 4,881 人 39.5 511 人 5.2

合計 5,566 人 15.0 6,420 人 17.6 854 人 2.6

４　公立高等学校の不登校生徒数（通信制高校の在籍者を除く。）

不登校生徒数 人 人 人

1,000人当たり

５　公立高等学校の中途退学者数

中途退学者数 人 人 人

中途退学率 ％ ％ ％

発生件数 1,000人当たりの発生件数 1,000人当たりの発生件数 1,000人当たりの発生件数

平成29年度 平成30年度 平成29年度 前年度比

発生件数 発生件数

平成29年度

在籍児童生徒数

前年度比

公立学校総数

平成30年度

平成30年度 前年度比

不登校児童生徒数

前年度比

不登校児童生徒数

平成29年度

認知件数 1,000人当たりの認知件数 1,000人当たりの認知件数 1,000人当たりの認知件数

平成30年度

認知件数

前年度比

認知件数

平成30年度（2018年度）児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（北海道）【確定値】

【概　要】

※本調査は、平成30年度（2018年度）間の北海道の公立学校における暴力行為、いじめ、不登校、中途退学の状況を令和元年度（2019年
度）に調査し、公表するものです。また、本数値には、札幌市立学校も含んでいます。

1.5

※平成30年５月１日現在の数値である。
　ただし、高等学校在籍生徒数には、高等学校通信制課程の在籍者数(29年度は2,928人、30年度は2,786人)も計上されている。
※いじめにおける高等学校の学校総数は、併置校を全日制、定時制、通信制それぞれを１校で計上し、263校となる。
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0.5
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１　暴力行為の発生件数の推移

小学校

中学校

高等学校

計

２　学校種別暴力行為の発生学校数及び発生件数

校 ％ 件 校 ％ 件

校 ％ 件 校 ％ 件

－ － 件 － － 件

校 ％ 件 校 ％ 件

校 ％ 件 校 ％ 件

－ － 件 － － 件

校 ％ 件 校 ％ 件

校 ％ 件 校 ％ 件

－ － 件 － － 件

校 ％ 件 校 ％ 件

校 ％ 件 校 ％ 件

－ － 件 － － 件

※発生率＝（発生学校数／公立学校総数）×100
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学校管理下以外

公立小・中学校、高等学校の暴力行為
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＜経年変化＞
　中学校においては平成24年度から、小学校においては平
成28年度から減少傾向であり、高等学校においては、平成
27年度から大きな変化は見られなかったが、平成30年度
は、全ての学校種で増加した。
＜前年度との比較＞
○小学校　～前年度に比べ、107件増加している。
○中学校　～前年度に比べ、  5件増加している。
○高等学校～前年度に比べ、 26件増加している。
●全体　　～前年度に比べ、138件増加している。
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３　暴力行為の種別発生学校数及び発生件数

発生件数

平成30年度

発生学校数

小　計

学校管理下
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【暴力行為の定義】「暴力行為」を「自校の児童生徒が、故意に有
形力（目に見える物理的な力）を加える行為」として調査。本調査
においては、当該暴力行為によってけががあるかないかといったこ
とや、けがによる病院の診断書、被害者による警察への被害届の有
無などにかかわらず、暴力行為に該当するものを全て対象とするこ
ととしている。
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１　いじめの認知件数の推移

※　上段は認知件数、下段は1,000人当たりの認知件数

２　学校種別いじめの認知学校数 ３　いじめの解消状況

小学校 608 校 538 校
中学校 379 校 349 校
高等学校 160 校 147 校
特別支援学校 23 校 18 校

４　いじめ発見のきっかけ　（12項目から一つの項目）

① 78.4%
② 11.2%
③ 5.7%
④ 3.0%
⑤ 0.8%
⑥ 0.4%
⑦ 0.3%
⑧ 0.1%
⑨ 0.1%
⑩ 0.02%
⑩ 0.02%
⑩ 0.0%
① 61.1%
② 19.9%
③ 7.3%
④ 5.9%
⑤ 2.9%
⑥ 1.1%
⑥ 1.1%
⑧ 0.3%
⑨ 0.2%
⑨ 0.1%

0.1%
0.04%

0.0%
その他（匿名による投書など） 0.0%

スクールカウンセラー等の相談員が発見 0.1%
学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報 0.1%

学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報

養護教諭が発見

その他（匿名による投書など）

地域の住民からの情報

中学校

アンケート調査など学校の取組により発見 64.6%
本人からの訴え 16.3%

スクールカウンセラー等の相談員が発見 0.01%
その他（匿名による投書など） 0.01%

当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え 6.6%
学級担任が発見 6.1%

地域の住民からの情報 0.01%

保護者（本人の保護者を除く）からの情報 0.8%
養護教諭が発見 0.4%

児童生徒（本人を除く）からの情報 3.0%
学級担任以外の教職員が発見 2.0%

地域の住民からの情報

児童生徒（本人を除く）からの情報 0.9%

小学校

アンケート調査など学校の取組により発見 81.2%
本人からの訴え 8.3%
学級担任が発見 6.2%

養護教諭が発見 0.1%
学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報 0.04%

保護者（本人の保護者を除く）からの情報 0.3%
学級担任以外の教職員が発見 0.2%

※　認知率＝（認知学校数／公立学校総数）×100

順位
いじめ発見のきっかけ

平成30年度 平成29年度

当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え 2.7%

アンケート調査など学校の取組により発見

学級担任が発見

当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え

本人からの訴え

94.7%

96.8%

91.7%

96.5%

中学校

高等学校

平成30年度

いじめが解消しているもの（解消率）

96.9% 97.3%

96.7%

94.2%

93.4%

98.1%64.9% 58.6%

58.3% 50.9%

32.9% 25.7%

60.8% 55.1% 特別支援学校

計
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認知学校数

799

22 36 133

456 518

学校数 認知率
平成30年度 平成29年度 平成30年度 平成29年度

23.4

計

小学校

平成29年度

公立小・中学校、高等学校、特別支援学校のいじめ

※本調査におけるいじめの定義

　個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は、表面的・形
式的に行うことなく、いじめられた児童生徒の立場に立って行うも
のとする。
　「いじめ」とは、「児童生徒に対して，当該児童生徒が在籍する
学校に在籍している等当該児童生徒と一定の人的関係のある他
の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（イン
ターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の
対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの。」とする。
なお、起こった場所は学校の内外を問わない。
　「いじめ」の中には、犯罪行為として取り扱われるべきと認めら
れ、早期に警察に相談することが重要なものや、児童生徒の生
命、身体又は財産に重大な被害が生じるような、直ちに警察に
通報することが必要なものが含まれる。
　これらについては、教育的な配慮や被害者の意向への配慮の
上で、早期に警察に相談・通報し、警察と連携した対応を取るこ
とが必要である。

28年度 29年度

小学校

＜経年変化＞
　いじめの認知件数は、平成27年度から大幅に増加している。校
種別では、小学校及び特別支援学校の増加が顕著であるが、中
学校及び高等学校についても前年度に比べ増加した。

30年度

5,185 9,256 15,950

21.0 38.0 65.9

26年度 27年度

13.9

1,036

＜前年度との比較＞
○小学校　　　～前年度に比べ、6694件増加している。
○中学校　　　～前年度に比べ、 885件増加している。
○高等学校　　～前年度に比べ、 281件増加している。
○特別支援学校～前年度に比べ、  97件増加している。
●全体　　　　～前年度に比べ、7957件増加している。

中学校

高等学校

特別支援学校

4.4 5.2 8.1
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6.2

4.8

児童生徒（本人を除く）からの情報

その他（匿名による投書など）
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学級担任以外の教職員が発見

アンケート調査など学校の取組により発見

地域の住民からの情報

スクールカウンセラー等の相談員が発見

養護教諭が発見

保護者（本人の保護者を除く）からの情報

当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え

スクールカウンセラー等の相談員が発見

学級担任以外の教職員が発見

学級担任が発見

本人からの訴え
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6.3

4.1

12.0

3,132
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① 68.5%
② 13.7%
③ 8.9%
④ 5.4%
⑤ 1.5%
⑥ 1.0%
⑦ 0.6%
⑦ 0.2%
⑨ 0.2%
⑨ 0.0%

0.0%
0.0%

① 61.1%
② 19.4%
③ 8.3%
④ 5.6%
⑤ 2.8%
⑥ 2.8%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

５　いじめの態様　（９項目から複数選択）

① 62.1%

② 30.1%

③ 21.0%

④ 8.2%

⑤ 3.8%

⑥ 3.3%

⑦ 2.6%

⑧ 1.3%

⑨ 0.2%

① 74.3%

② 16.3%

③ 13.4%

④ 8.7%

⑤ 8.0%

⑥ 2.9%

⑦ 1.6%

⑧ 1.3%

⑨ 0.2%

① 70.1%

② 18.1%

③ 16.4%

④ 7.3%

⑤ 6.2%

⑥ 4.4%

⑥ 3.9%

⑧ 1.5%

⑨ 1.2%

① 63.9%

② 36.1%

③ 13.9%

③ 8.3%

⑤ 8.3%

⑥ 5.6%

⑦ 5.6%

⑧ 5.6%

⑨ 5.6%

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴られ
たりする。

ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする。

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させら
れたりする。

その他

パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされ
る。

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われ
る。

その他

ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする。

パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされ
る。

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたり
する。

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われ
る。

金品をたかられる。

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたり
する。

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴られ
たりする。

仲間はずれ、集団による無視をされる。

ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする。

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させら
れたりする。

パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされ
る。

仲間はずれ、集団による無視をされる。

金品をたかられる。

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させら
れたりする。

その他

仲間はずれ、集団による無視をされる。

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われ
る。

その他

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたり
する。

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴られ
たりする。

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われ
る。

パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされ
る。

ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする。

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたり
する。

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴られ
たりする。

特別支援学校

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われ
る。 67.7%

パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされ
る。 18.8%

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴ら
れたりする。 9.8%

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられた
りする。 2.3%

金品をたかられる。 1.5%

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させ
られたりする。 3.8%

ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする。 3.0%

その他 9.8%

仲間はずれ、集団による無視をされる。 7.5%

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴ら
れたりする。 9.0%

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられた
りする。 4.8%高等学校

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われ
る。 67.0%

パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされ
る。 22.2%

仲間はずれ、集団による無視をされる。 15.8%

ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする。 2.1%

金品をたかられる。 0.4%

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させ
られたりする。 3.8%

その他 3.8%

中学校

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われ
る。 73.3%

仲間はずれ、集団による無視をされる。 14.3%
軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴ら
れたりする。 13.1%

その他 1.3%

金品をたかられる。 0.3%

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させ
られたりする。 3.2%

ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする。 2.2%

パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされ
る。 10.3%

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられた
りする。 6.0%

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられた
りする。 8.1%

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させ
られたりする。 3.2%小学校

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われ
る。 62.1%

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴ら
れたりする。 28.8%

仲間はずれ、集団による無視をされる。 21.3%

パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされ
る。 1.0%

金品をたかられる。 0.2%

ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする。 2.9%

その他 2.3%

順位
いじめの態様

平成30年度 平成29年度

地域の住民からの情報 0.0%
学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報 0.0% 学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報

その他（匿名による投書など）

地域の住民からの情報

学級担任が発見 6.8%
児童生徒（本人を除く）からの情報 3.0%

特別支援学校

アンケート調査など学校の取組により発見 56.4%
本人からの訴え 21.8%
当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え 9.8%

スクールカウンセラー等の相談員が発見 0.0%
保護者（本人の保護者を除く）からの情報 0.0%

学級担任以外の教職員が発見 2.3%
養護教諭が発見 0.0%

その他（匿名による投書など） 0.0%

順位
いじめ発見のきっかけ

平成30年度 平成29年度

高等学校

アンケート調査など学校の取組により発見 68.7%
本人からの訴え

スクールカウンセラー等の相談員が発見 0.3%
0.3%

児童生徒（本人を除く）からの情報 1.9%
学級担任以外の教職員が発見 1.1%

地域の住民からの情報 0.0%
その他（匿名による投書など） 0.0%

学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報

0.1%
保護者（本人の保護者を除く）からの情報 0.1%

養護教諭が発見

学級担任以外の教職員が発見

学級担任が発見

アンケート調査など学校の取組により発見

当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え

金品をたかられる。

金品をたかられる。

仲間はずれ、集団による無視をされる。

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させら
れたりする。

保護者（本人の保護者を除く）からの情報

児童生徒（本人を除く）からの情報

本人からの訴え

児童生徒（本人を除く）からの情報

養護教諭が発見

学級担任以外の教職員が発見

当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え

アンケート調査など学校の取組により発見

スクールカウンセラー等の相談員が発見

保護者（本人の保護者を除く）からの情報

学級担任が発見

本人からの訴え

養護教諭が発見

18.4%
当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え 5.1%
学級担任が発見 4.0%

地域の住民からの情報

学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報

その他（匿名による投書など）

スクールカウンセラー等の相談員が発見



１　公立小・中学校における理由別長期欠席者数（上段）と1,000人当たりの理由別長期欠席者数（下段）

２　不登校の経年変化
　(1) 不登校の状況

　(2) 過去４年間の学年別不登校児童生徒数の推移

12.0 15.0

45
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1,696

２年１年

1,768

1,461

1,344108 172

106 159 25850

13.2

小学校

77
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３年

1,33127年度

28年度 1,507

978

1,848

平成30年度（2018年度）児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（北海道）【確定値】

25年度 28年度 29年度

公立小・中学校の不登校

26年度 27年度 30年度

3.0 3.83.2

1,539

6.4

770 1,031812

　　①　年度間に通算30日以上欠席した児童生徒のうち、不登校を理由とする児童生徒数の推移

　　②　不登校児童生徒数（上段）と1,000人当たりの不登校児童生徒数（下段）　　

942 1,196
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4.2

1,000人当たり

小学校

1,000人当たり

中学校
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計

　○小学校　　～昨年度に比べ、343人増加（1,196→1,539）している。
　○中学校　　～昨年度に比べ、511人増加（4,370→4,881）している。
　●全体　　　～昨年度に比べ、854人増加（5,566→6,420）している。
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※年度間に連続又は断続して30日以上欠席した児童生徒数を理由別に調査。
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３　不登校の要因

   (1)  公立小学校

   (2)  公立中学校
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　　　　　　　　　　区分
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（注１）　「分類」については、「長期欠席者の状況」で「不登校」と回答した児童生徒全員につき、主たる要因を一つ選択。
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（注４）　中段は、各区分における「分類別児童生徒数(a)」に対する割合。下段は、各区分における区分の「計(b)」に対する割合。
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（注２）　「区分」については、複数回答可。「分類」で回答した要因の理由として考えられるものを「学校に係る状況」「家庭に係る状
　　　　況」より全て選択。なお、学校及び家庭に係る状況に当てはまるものがない場合は、「左記に該当なし」を選択する。

（注３）　「家庭に係る状況」とは、家庭の生活環境の急激な変化、親子関係をめぐる問題、家庭内の不和等が該当する。
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【割合の計算例】
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   (3)  公立小・中学校合計

４　不登校児童生徒への指導結果状況
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１　公立高等学校における理由別長期欠席者数（上段）と1,000人当たりの理由別長期欠席者数（下段）

※年間30日以上欠席した者

２　公立高等学校における不登校の状況

３　学年別不登校生徒数

４　不登校の要因
　 (1) 全日制と定時制の合計
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学校に係る状況

「不安」の傾
向がある。

「その他」

計(b)

（注１）　「分類」については、「長期欠席者の状況」で「不登校」と回答した生徒全員につき、主たる要因を一つ選択。

（注２）　「区分」については、複数回答可。「分類」で回答した要因の理由として考えられるものを「学校に係る状況」「家庭に係る状況」
　　　　より全て選択。なお、学校及び家庭に係る状況に当てはまるものがない場合は、「左記に該当なし」を選択する。

「学校における
人間関係」に課
題を抱えてい
る。

「あそび・非
行」の傾向が
ある。

100.0% 26.5% 8.7%

0.0%

い
じ
め
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を
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友
人
関
係
を
め

ぐ
る
問
題
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員
と
の
関

係
を
め
ぐ
る
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題 学
業
の
不
振

進
路
に
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不

安 ク
ラ
ブ
活
動
、

部
活
動
等
へ
の

不
適
応

学
校
の
き
ま
り

等
を
め
ぐ
る
問

題

0.0% 46.2% 1.8% 9.8% 1.8% 12.9% 0.9% 11.6% 2.7%

21.2%

－ 2.6%

－ 68.4%

25

2.9%

0.0%

96.7% 25.0% 11.3%

0.6% 1.2% 47.7%
「無気力」の
傾向がある。

入
学
、

転
編
入

学
、

進
級
時
の

不
適
応

0 104 4 22 4 29 2 26 6

5.9%

第４学年 6 15.3 0.7% 5 11.2 0.6%

第３学年 74 3.2 9.0% 47 2.0

60.5%

　
　
　　　　区分

　分類

単位制

4.0%

5.2% 0.0% 7.6%

人数 1,000人当たり 構成比 人数 1,000人当たり 構成比

19.2%

第２学年 110 4.8 13.3% 109 4.6 13.8%

第１学年 154 6.7 18.7% 152 6.4

不登校生徒数

平成30年度 平成29年度

281 13 317

　 (1) 不登校を理由とする生徒数の推移

＜前年度との比較＞
　○人数～前年度に比べ、33人増加している。
　○1,000人当たり～前年度に比べ、0.5ポイント増加
　　　　　　　　　 している。
【内訳】
　全日制 447人（ 4.9）（前年度382人（  4.1））
　定時制 378人（97.0）（前年度410人（102.4））

 　(2) 不登校生徒数（上段）と1,000人当たりの不登校生徒数（下段）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

1,000人当たり 8.2 6.9 7.6 8.1 8.6

不登校生徒数 856 707 754 792 825

92

(1,000人当たり) 8.1 2.9 0.1 3.2
平成29年度

0.9

平成30年度（2018年度）児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（北海道）【確定値】

公立高等学校の不登校

うち90日以上欠席

49

(1,000人当たり) 8.6 2.9 0.2 3.8 0.5
平成30年度

95,670 825 274 15 365

年度 在籍数（人）

1,254

13.1

97,607

481 18.5 58.3% 479 18.3

3.6% 4.3% 0.0% 37.5% 0.0% 6.4%

0.0% 12.1% 0.0% 9.1% 6.1% 0.0% 9.1% 0.0%

5.5%

0 4 0 3 2 0 3 0 7

27.3%

792

14.5%

0 9 0 13 5 1 2 82

22.7%

0 34 0 43 33 0 1 108 55

20.8% － 5.9% 0.0% 15.7% 10.9% 3.3% 25.0% 35.5%

19.6%

33.9% － 22.4% 0.0% 51.8% 71.7% 0.0% 12.5% 46.8% 50.0%

0.0% 12.1% 0.0% 15.4% 11.8% 0.0% 0.4% 38.6%
280

17

0.0% 0.9% 0.0% 1.7% 1.7% 0.0% 0.0% 13.0% 14.8%

0 1 0 2 2 0 0 15

15.5%

825 0 152 4 83 46 30 8 231 110

13.9% － 0.7% 0.0% 2.4% 4.3% 0.0% 0.0% 6.5%

13.3%－ 0.0% 18.4% 0.5% 10.1% 5.6% 3.6% 1.0% 28.0%

（注４）　中段は「分類別生徒数(a)」に対する割合。下段は「計(b)」に対する割合。

24.5%

38

16.9%

18.8%

16

48.5%

7.9%

39

22.7%

19.3%

29

10.4%

14.4%

80

69.6%

39.6%

202

（注３）　「家庭に係る状況」とは、家庭の生活環境の急激な変化、親子関係をめぐる問題、家庭内の不和等が該当する。
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　 (2) 全日制

　 (2) 定時制

164

入
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転
編
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学
、

進
級
時
の

不
適
応

  ×100=71.9%

  ×100=46.5%

中段:

下段:

【割合の計算例】
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数
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況
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0

0.0% 15.2% 0.0% 0.0% 0.0% 30.4% 0.0% 17.4% 0.0%

0 0 0 0 4

24.3% －

「無気力」の
傾向がある。

「不安」の傾
向がある。

「その他」

計(b)

　
　
　　　　区分

　分類

0.0% 67.7% 3.0% 16.5% 3.0% 0.8% 1.5%

0 3 0 3 2 0 3

「学校における
人間関係」に課
題を抱えてい
る。

「あそび・非
行」の傾向が
ある。
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　　　　区分

　分類

0 3

0.0% 16.7% 0.0% 16.7% 11.1% 0.0% 16.7% 0.0% 16.7%

7.5% 4.5%

29.8% － 67.2% 100.0% 28.9% 8.9% 50.0% 33.3% 22.2% 8.5%

133

18

0 90 4 22 4 1 2

4.2%

0 9 0 8 5 1 0 11 17

4.0% － 2.2% 0.0% 3.9% 4.4% 0.0% 50.0% 0.0%

81
21.0%

18.1% － 6.7% 0.0% 10.5% 11.1% 50.0% 0.0% 24.4% 23.9%

0.0% 11.1% 0.0% 9.9% 6.2% 1.2% 0.0% 13.6%

36

0.0% 18.9% 0.0% 25.0% 19.5% 0.0% 0.6% 11.6% 22.0%

0 31 0 41 32 0 1 19

50.7%

0 1 0 2 2 0 0 5 9

36.7% － 23.1% 0.0% 53.9% 71.1% 0.0% 16.7% 42.2%

51
17.6%

11.4% － 0.7% 0.0% 2.6% 4.4% 0.0% 0.0% 11.1% 12.7%

0.0% 2.0% 0.0% 3.9% 3.9% 0.0% 0.0% 9.8%

71
－ 0.0% 30.0% 0.9% 17.0% 10.1% 0.4% 1.3% 10.1% 15.9%

447 0 134 4 76 45 2 6 45

4.0% － 5.6% － 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.3%

0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

8.8%

0 0 0 5 0 0 2 71

77.8% － 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 8.6%

26.7%

91

15

20.5%

0 3 0 2 1 0 0 89 19

24.1% － 0.0% － 71.4% 0.0% 0.0% 100.0% 38.2%

116
16.4%

8

0.0% 0.0% 0.0% 5.5% 0.0% 0.0% 2.2% 78.0%

0 0 0 0 0 10

30.7% － 16.7% － 28.6% 100.0% 0.0% 0.0% 47.8% 48.7%

0.0% 2.6% 0.0% 1.7% 0.9% 0.0% 0.0% 76.7%

10.3%－ 0.0% 4.8% 0.0% 1.9% 0.3% 7.4% 0.5% 49.2%

20.5%

378 0 18 0 7 1 28 2 186 39

16.9% － 0.0% － 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.4%

26.2%

34

37.0%

34.3%

10

66.7%

10.1%

6

6.6%

6.1%

3
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3.0%

46
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34
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0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.6% 12.5%

0 0

46
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１　公立高等学校における中途退学の状況

２　学年別中途退学者数

３　中途退学理由（８項目の主たる理由から選び回答）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

※「その他の理由」とは、理由が不明なもの、理由が複合していて分別不可能なもの

平成30年度（2018年度）児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（北海道）【確定値】

公立高等学校の中途退学

29年度 30年度

1,465

1.4% 1.6% 1.5% 1.5% 1.6%

1,648 1,534 1,491 1,521中途退学者数

中途退学率

26年度 27年度 28年度

経済的理由

その他の理由

平成29年度

3.1%

第１学年

第２学年

第３学年

単位制

平成30年度

順位

35.9% 34.5%

320

人数 中退率

28.3%

0.6% 0.3%

21.1% 20.5%

4.8% 5.1%

3.4%

2.9% 3.0%

第４学年 7 1.8% 0.5%

病気けが死亡

家庭の事情

学業不振

問題行動等

595 2.1% 39.1% 582 2.0% 39.0%

11

その他の理由

学校生活・学業不適応

進路変更

平成30年度

学校生活・学業不適応

進路変更 29.3%

2.4% 0.7%

1.4% 21.5%299 1.3% 19.7%

127 0.6% 8.3% 120 0.5%

493 2.1% 32.4% 458 1.9%

人数 中退率 構成比 構成比

30.7%

経済的理由

31.6%

構成比

45.0%

20.9%

14.0%

4.6%

15.6%

平成28年度

70 6.5%

240 1.0%

人数 中退率

690 2.7%

320 1.3%

214 0.8%

3.7%

3.6%

8.0%

中途退学者数

＜経年変化＞
　平成27年度以降減少していたが、平成30年度は増加し
た。

＜前年度との比較＞
　○人数　～前年度に比べ、30人増加している。
　○在籍比～前年度に比べ、0.1ポイント増加している。
　【内訳】
　　全日制   877人（ 1.0%）（前年度　820人（ 0.9%））
　　定時制 　288人（ 7.4%）（前年度　321人（ 8.0%））
　　通信制   356人（15.4%）（前年度　350人（12.0%））

27.3%

26.2%

4.7%

4.2%

3.4%

1.9%

0.8%

平成28年度

中途退学理由

病気けが死亡

家庭の事情

問題行動等

学業不振

経済的理由

平成29年度

学校生活・学業不適応

進路変更

その他の理由

病気けが死亡

家庭の事情

学業不振

問題行動等
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